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羽生市立三田ヶ谷
み た か や

小学校の概要 
 

本校は、羽生市の市街地より東北部に位置し、北に利根川、学区内を南

北に東北自動車道が走っている。羽生インターチェンジからは、広い校地

と豊かな自然環境に恵まれた本校の校舎と赤い屋根の体育館が目に入る。

また、近くには、県立さいたま水族館を含む羽生水郷公園や、食虫植物「ム

ジナモ」が自生する国指定天然記念物「宝蔵寺沼」が

あり、学校周辺は田畑に囲まれており自然環境に恵ま

れた地域にある。 

 三田ヶ谷地区は、水郷公園や宝蔵寺沼等から想像できるように、地質学

的には「加須低地」に属し、特に学区南部は湿地帯（低地）が多かったよ

うである。このため、稲作に適さないこの地域に着目して養魚池を作るこ

とを考えたのが本地区の「松本伴七郎氏」であり、1878(明治 11)年に“鯉魚養育会社”を設立して鯉の

養殖を始めた。これが日本で最初の養魚発祥となった。さいたま水族館が当地に出来た

のもこのことに由来しているといわれる。 

更に、本地区は明治の文豪田山花袋の小説「田舎教師」“四里の道は長かった。その間

に青縞の市のたつ羽生の町があった。・・・”の舞台ともなった地域でもあり、現在も資

料館や記念碑等が現存している。（舞台となった弥勒高等小学校は廃校） 

また、東日本大震災後ＴＶ等のＣＭで全国的に有名になった詩「行為の意味」“心は見

えないけれど 心づかいは見える。 思いは見えないけれど思いやりは見える”の作詩者、

詩人「宮沢章二」先生の出身地でもある。（県内 300 校以上の校歌を作詩。ジングルベルの訳詞者でもあ

る）本校では、宮澤章二先生の業績を顕彰する意味で、平成２５年１月２３日に「宮澤章二記念館」をオ

ープンした。 

 

政治家としては、現市長（河田晃明氏）を含め２人の市長を輩出している地域でもある。このように、

三田ヶ谷地区は豊かな自然と文化の漂う地域であるといえる。 

三田ヶ谷地区の住民の多くは土着の人達であり、三世代同居の家庭も多いこともあって、三田ヶ谷村（三

田ヶ谷地区）唯一の学校としての三田ヶ谷小学校に寄せる期待は大変大き

いものがある。また、市内では村君地区に次いで尐ない世帯数ながら、市

民体育祭において常に上位（優勝）を目指すなど、地域住民のまとまりは

大変強いものがある。このことからもわかるように、保護者や地域の人々

の学校教育に対する関心は高く、しかも協力的である。ＰＴＡ活動も、除

草作業年１回、資源回収年２回、広報誌発行年３回などと活発である。 

 このような地域に住む子ども達は、明るく素直で男女とも大変仲の良い

のが特徴である。しかし、小規模校である敀に競争心・向上心が育ちにく

い面もある。従って、三田ヶ谷小学校として、小規模校の特長を活かし、

小規模校でなければ出来ない活動を創意工夫しながら競争心・向上心を育

てる教育活動を推進する必要がある。 
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学校の歴史は古く、明治６年４月に蓮台寺

を借用して開校された。その間、三田ヶ谷村

と大越村（現加須市）が合併したために学校

が分校になったこと等で、校名が何回か変更

されながら昭和 22 年三田ヶ谷村立三田ヶ谷

小学校に改称された。現在地に移ったのは、

昭和 33 年である。（旧三田ヶ谷中学校跡地）

昭和 38 年５月 27 日の新校舎（増築）落成

日を記念してこの日（５月 27 日）を開校記

念日としている。児童数は、戦後第一次ベビーブーム時代（昭和 33 年）の 594 名を境に年々減尐し、

現在（平成 2５年度）児童数 12３名７学級（特別支援学級１）の小規模校となっている。それに伴い、

小学校の運動会と地区の体育祭を合同で実施する「ムジナモコミュニティー体育祭」を行っている。 

学校の校地面積は 25,465 ㎡（市内小学校最大）、緑地総面積は

6,840 ㎡である。広い校地と豊かな自然環境に恵まれ樹木が密生して

いる。北にヒバの林、東にクヌギ林、第１校庭と第２校庭の境には雑

木林がある。雑木林にはアスレチックが設置され、児童の遊び場や憩

いの場所にもなっている。東側のクヌギ林には、埼玉県では珍しい「サ

サバキンラン」「ササバギンラン」も自生している。正門の両側には

児童と保護者が植えた多くのアジサイがあり、季節には色とりどりの花を咲

かせてくれる。また、四季折々の野鳥が飛来しており、野生のキジも姿を見

せてくれることもある。（平成 20 年～24 年、埼玉県より「野生の生きも

のとふれあう学校」として指定される） 

 また、本校の特色として食虫植物「ムジナモ」の保護と増殖がある。昭和

５８年に発足した６年生を中心としたムジナモ栽培クラブは、毎日の活動は

もちろん地域のムジナモ保存会の人たちと協力して、自生地

である宝蔵寺沼にムジナモを年１回放流している（ムジナモ

集会）。このことが認められ、平成元年にムジナモ栽培クラ

ブが、国務大臣（環境庁長官）より地域環境保全功労者とし

て表彰をうけた。それを機会に恵まれた環境を生かし校外教

育にも力を入れている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三田ヶ谷小学校「校章」について 

１ 作成の経過 

 昭和４０年度に講堂の落成を記念して伝統ある三田ヶ谷小学校にふさわし 

い新しいシンボルを作成することになり、地域・学校・児童の実態、歴史、 

今後の展望等を考慮し専門家の意見も参考に作成したものである。 

２ 校章・校旗の意味 

 中央の三小は三田ヶ谷小学校の頭文字と共に「知・徳・体」の三つを磨いて円満な人格と社会に役立つ子

ども達を育成するという学校のねらいを表現した。また鏡はその形状から力強く多方面に伸びる子供達並び

に学校を取り巻く８つの地域（１区、２区、３区、日野手、与兵衛、喜右衛門、弥勒南、弥勒北）が固く手

を取り合って、学校を支えながら親自らも鏡のように優れた人格を備えそれを子供達に映し導くことを願っ

たものである。外側の三と田の円形文字は三田ヶ谷の土地そのものであり、紺地は藍染めのふるさとを、文

字の黄金色は豊かに実った稲穂を象徴し、地域とともに未来に向かって生生発展する三田ヶ谷小学校の姿を

強く求めたものである。（原文のまま） 
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